
                                

四
月
二
十
一
日  

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
新

入
団
員
教
養
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
柴
田
団
長

か
ら
団
員
の
心
構
え
を
学
び
、
規
律
訓
練
、
器
具
取

扱
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
ず
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
団
長
の
想
い
の
つ
ま

っ
た
言
葉
を
い
た
だ
き
団
員
と
し
て
ま
ち
を
守
る
理

念
を
学
び
ま
し
た
。 

規
律
訓
練
で
は
、
統
率
の
と
れ
た
行
動
が
で
き
る

よ
う
団
員
一
人
一
人
が
規
律
を
守
り
、
災
害
時
に
求

め
ら
れ
る
素
早
く
正
確
な
動
き
を
す
る
た
め
の
訓
練

や
、
式
典
で
の
礼
式
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
だ
け
で

は
な
く
、
普
段
の
生
活
で
突
然
災
害
が
襲
っ
て
き
て

も
慌
て
る
こ
と
な
く
正
確
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

器
具
取
扱
訓
練
で
は
、
ホ
ー
ス
の
正
し
い
取
り
扱

い
方
や
取
り
扱
う
上
で
の
注
意
点
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
戦

で
乱
れ
が
で
な
い
よ
う
繰
り
返
し
練
習
を
し
て
、
そ

の
都
度
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
精
度
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
で
消
防
団
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
守
り
た

い
」
と
い
う
住

民
の
想
い
を
背

負
う
新
入
団
員

た
ち
の
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。 

（１）              桑 名 市 消 防 団 広 報 
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五
月
十
九
日 

桑
名
市
水
防
訓
練
が
、
長
島
運

動
公
園
に
て
、
桑
名
方
面
団
、
多

度
方
面
団
、
長
島
方
面
団
が
一
同

に
揃
い
水
防
計
画
に
基
づ
き
、
近

年
発
生
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
洪
水
を
想
定
し
、
新
市
長
の

伊
藤
徳
宇
水
防
対
策
本
部
長
の
要

請
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

市
土
木
課
よ
り
支
給
さ
れ
た
救

命
胴
衣
を
着
用
し
、
消
防
本
部
・

消
防
団
に
よ
る
、
水
防
作
業
の
基

礎
と
な
る
土
の
う
作
り
を
行
い
、

そ
の
後
、
長
島
方
面
団
に
よ
る
堤

防
表
面
の
崩
壊
を
防
止
す
る
竹
流

し
工
法
、
桑
名
方
面
団
・
長
島
方

面
団
に
よ
る
堤
防
裏
法
の
平
地
に

発
生
し
た
漏
水
箇
所
の
崩
壊
防
止

す
る
釜
段
工
法
、
多
度
方
面
団
・

桑
名
方
面
団
に
よ
る
堤
防
法
面
の

漏
水
よ
り
崩
壊
を
防
止
す
る
月
の

輪
工
法
、
桑
名
方
面
団
に
よ
る
流

水
で
の
堤
防
表
面
の
崩
壊
を
防
止

す
る
シ
ー
ト
張
り
工
法
、
最
後
に

消
防
本
部
・
消
防
団
に
よ
る
堤
防

よ
り
越
水
を
防
止
す
る
積
土
の
う

工
法
を
実
施
し
ま
し
た
。 

昨
年
九
月
の
集
中
豪
雨
で
は
、

市
内
で
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

様
々
な
水
災
害
に
備
え
洪
水
即
応

の
作
業
能
力
向
上
に
努
め
、
水
防

体
制
の
万
全
を
期
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
致
し
ま
し

た
。                

  

六
月
一
日
・
二
日  

消
防
団
幹
部
研
修
と
し
て
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
記
念 
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
と
「
関
西
国

際
空
港
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
震
災
直
後
の
街
並
み
を
ジ

オ
ラ
マ
模
型
で
リ
ア
ル
に
再
現
さ

れ
た
展
示
物
や
、
地
震
破
壊
の
す

さ
ま
じ
さ
を
大
型
映
像
と
音
響
で
、

体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
見

て
回
っ
た
り
、
自
ら
の
震
災
体
験

を
語
る
『
語
り
部
』
の
方
か
ら
震

災
当
時
の
貴
重
な
お
話
を
、
聞
か

せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

又
、「
関
西
国
際
空
港
」
で
は
、

通
常
は
立
ち
入
る
事
が
出
来
な
い

特
別
エ
リ
ア
（
保
安
区
域
）
を
、

見
学
し
て
来
ま
し
た
。 

 
今
回
の
研
修
を
活
か
し
て
今
後

の
防
災
体
制
に
万
全
を
期
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    
四
月
一
日
付
け
に
て
一
部
分
団

長
が
新
任
さ
れ
辞
令
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 桑

名
方
面
団 第

一
分
団  
中
川 
正 

多
度
方
面
団 第

一
分
団  
加
藤 
寛
之 

第
二
分
団  
伊
藤 
剛 

第
四
分
団  
石
川 
正
司 

長
島
方
面
団 第

三
分
団  
伊
藤 
太
郎 

第
五
分
団  
日
紫
喜 
智
洋 

 

人がつくった差別なら、なくせるはずです差別の心 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 



   
消
防
技
術
競
練
会 

三
月
二
十
四
日 

平
成
二
十
四
年
度
最
後
の
行
事

と
し
て
「
消
防
技
術
競
練
会
」
が

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
全
九

個
分
団
（
班
）
が
日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。 

こ
の
競
練
会
は
礼
節
・
規
律
を

正
す
と
共
に
、
団
結
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
一
訓
練
（
訓
練
礼
式
）
に
関

し
て
は
、
停
止
間
に
お
け
る
各
個

訓
練
及
び
行
進
間
に
お
け
る
小
隊

訓
練
を
行
い
、
分
団
ご
と
に
消
防

団
員
と
し
て
の
規
律
に
関
わ
る
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
十
種
類
以
上

の
号
令
を
か
け
、
さ
ら
に
小
隊
訓

練
で
は
、
決
め
ら
れ
た
範
囲
内
で

の
行
動
を
重
視
し
全
体
で
の
タ
イ

ム
を
三
分
以
内
と
し
て
分
団（
班
）

ご
と
に
規
律
・
節
度
・
指
揮
・
号

令
等
か
け
か
た
及
び

部
隊
行
動
の
的
確
性

に
つ
い
て
審
査
さ
れ

ま
し
た
。 そ

し
て
第
二
訓
練

（
火
災
想
定
）
は
、

現
状
火
災
が
想
定
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て

指
揮
者
及
び
各
団
員

が
そ
の
場
に
応
じ
た

行
動
を
訓
練
す
る
た

め
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
指
揮
者
以
下
六

名
が
一
チ
ー
ム
と
な

り
長
島
町
地
内
に
お

い
て
建
物
火
災
が
発

生
し
た
状
況
を
想
定

し
、安
全
管
理
の
元
、

火
点
ま
で
の
ホ
ー
ス

延
長
を
行
い
、
隊
員
間
の
連
絡
連

携
及
び
指
揮
者
の
指
示
の
的
確
性

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
、
総
合
点
に

よ
り
順
位
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

優
勝  
第
五
分
団 

準
優
勝 
機
動
分
団
中
部
班 

三
位  
第
二
分
団 

惜
し
く
も
上
位
入
賞
を
逃
し
た

分
団
（
班
）
は
、
来
年
の
優
勝
に

向
け
る
こ
と
に
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
団
員
と
し
て
の
職
務
と
し
て
桑

名
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
今
後
の
活
動
に
誠
心
誠
意
勤

め
て
い
こ
う
と
団
員
一
同
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

最
後
に
訓
練
の
準
備
、
指
導
及

び
助
言
、
当
日
の
審
査
等
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
長
島
木
曽
岬

分
署
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。             

  

規
律
訓
練
・
水
防
訓
練 四

月
二
十
八
日 

 

多
度
町
総
合
支
所
駐
車
場
に
お

い
て
、
規
律
訓
練
・
水
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 
消
防
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
は
、
厳
正
な
規
律
の
保
持
と
迅

速
で
的
確
な
秩
序
あ
る
行
動
が
必

要
と
さ
れ
る
た
め
、
消
防
団
員
は

訓
練
礼
式
（
規
律
訓
練
）
を
習
得

し
ま
す
。  

訓
練
礼
式
（
規

律
訓
練
）
で
は
、

停
止
間
動
作
、
駆

け
足
呼
称
等
を
行

い
、
大
き
な
号
令

と
掛
け
声
が
終
始

響
き
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。  

水
防
訓
練
で
は
、

出
水
期
（
梅
雨
時

の
大
雨
や
台
風
時

期
）
に
備
え
「
積

み
土
の
う
工
」
を

習
得
し
ま
し
た
。 

 
団
員
は
、
実
戦

さ
な
が
ら
の
真
剣

な
表
情
で
、
た
っ

ぷ
り
汗
を
流
し
な

が
ら
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

つなげよう 人から人へ心の輪 



   
春
季
教
養
訓
練 

三
月
三
日  

揖
斐
川
堤
防
河
川
敷
に
て
遠
距

離
中
継
放
水
訓
練
、
規
律
訓
練
、

救
命
胴
衣
取
扱
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。  

大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
水

利
が
容
易
に
取
れ
な
く
な
る
事
を

想
定
し
遠
距
離
放
水
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
消
防
団
車
両
５
台
を
使

い
、
各
車
両
が
防
災
無
線
で
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
中
継
放
水
を

し
ま
し
た
。 

 
規
律
訓
練
は
、
分
団
幹
部
の
指

揮
号
令
で
各
個
、

部
隊
訓
練
を
行
い
、

救
命
胴
衣
取
扱
訓

練
は
、
救
命
胴
衣

装
着
要
領
、
救
助

時
の
自
己
確
保
ロ

ー
プ
作
成
及
び
確

保
要
領
を
各
自
行

い
ま
し
た
。 遠

距
離
中
継
放

水
訓
練
に
お
い
て

は
、
風
、
ポ
ン
プ

の
騒
音
等
で
円
滑

な
無
線
連
絡
が
で

き
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
大
切
な
訓

練
で
も
あ
る
の
で

今
後
も
定
期
的
に

実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。   

  

四
月
七
日 

十
三
日 

二
十
八
日 

 

消
防
本
部
に
お
い
て
、
二
十
四

名
（
女
性
消
防
団
一
名
）
が
応
急

手
当
指
導
員
講
習Ⅱ

を
受
講
し
ま

し
た
。 応

急
手
当
指
導
員
講
習Ⅱ

は
、

一
日
八
時
間
の
講
習
を
三
日
間
、

計
二
十
四
時
間
の
講
習
を
受
講
し

て
応
急
手
当
指
導
員
の
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。
取
得
し
た
団
員
は

普
通
救
命
講
習
、上
級
救
命
講
習
、

自
主
防
災
訓
練
で
講
習
の
指
導
に

あ
た
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。 初

日
午
前
中
は
、
座
学
で
心
肺

蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順
の

講
義
を
受
け
、
午
後
の
前
半
は
、

人
形
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
、
①

反
応
（
意
識
）
を
確
認
す
る
、
②

助
け
を
呼
ぶ
、
③
呼
吸
の
確
認
、

④
胸
骨
圧
迫
、
⑤
人
工
呼
吸
、
⑥

心
肺
蘇
生
（
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼

吸
）の
継
続
、⑦
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
、

と
い
う
救
命
処
置
の
一
連
の
実
技

を
行
い
、
後
半
は
二
人
一
組
に
な

り
、一
人
が
指
導
員
役
に
な
っ
て
、

心
肺
蘇
生
法
の
指
導
を
体
験
し
ま

し
た
。 二

日
目
午
前
中
は
気
道
異
物
の

除
去
、
口
や
喉
な
ど
に

異
物
（
食
物
な
ど
）
が

詰
ま
っ
て
い
る
場
合
に

異
物
を
取
り
除
く
方
法

を
受
講
し
ま
し
た
。 

①
腹
部
突
き
上
げ
法
、

②
背
部
叩
打
法
を
学
び

ま
し
た
。
午
後
は
止
血

法
、
そ
の
他
応
急
手
当

の
受
講
、
①
担
架
搬
送

法
、応
急
担
架
を
毛
布
、

竹
棒
を
利
用
し
て
応
急

担
架
の
作
り
方
、
②
担

架
を
用
い
な
い
搬
送
法

（
徒
手
搬
送
法
）
一
名

で
搬
送
す
る
方
法
、
二

名
で
搬
送
す
る
方
法
、

三
名
で
搬
送
す
る
方
法
、

③
出
血
時
の
止
血
法
三

角
巾
を
使
用
し
て
止
血
す
る
方
法

を
学
び
ま
し
た
。 

最
終
日
は
初
日
、
二
日
目
に
行

っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
心
肺
蘇
生
法
、
一

人
で
搬
送
す
る
方
法
、
三
角
巾
を

使
用
し
た
止
血
法
、
捻
挫 
骨
折

し
た
部
分
を
固
定
す
る
方
法
を
復

習
し
、
そ
の
後
今
回
の
目
的
で
あ

る
、
指
導
者
と
し
て
の
技
術
の
向

上
を
め
ざ
し
て
講
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 最

後
は
今
回
学
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
、ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
あ
り
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。 

今
回
講
習
の
指
導
を
担
当
し
て

頂
い
た
方
は
、
救
急
救
命
士
の
小

林
さ
ん
、
消
防
課
の
杉
山
さ
ん 森

さ
ん 
村
上
さ
ん
の
以
上
四
名

で
し
た
。    

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

許さない 心にひそむ 差別の心 



◇◇◇◇ 特集：緊急地震速報 ◇◇◇◇

8月8日の夕方、携帯電話が聞き慣れない音で鳴り、ビックリした人は多いと思います。
それは、「緊急地震速報」を知らせる警報音でした。他にもテレビやラジオで、見たり聞
いたりした人も多かったと思います。さて、緊急地震速報とは何なのでしょうか？

地震は、震源から揺れが波となって広がっていきます。その
波には「速いけど弱いＰ波」(初期微動)と「遅いけど強いＳ
波」(主要動)が含まれているので、二つの波の速度差による
時間差を利用しています。
全国各地にある地震計が、先に届いた弱いＰ波をキャッチし、
後から来るＳ波の強さなどを瞬時に計算して、大きな揺れの

Ｓ波が来ると予想される時や場所を、様々な手段で知らせるのが
気象庁の提供する「緊急地震速報」なのです。
緊急地震速報を知らせる手段には、テレビ、ラジオ、携帯電
話、防災行政無線、館内放送、専用の受信機等があります。
どんな音で鳴るのか、知っておくことも大切ですね。

仕組みからわかるように、すでに地震は発生しています。数秒後か数十秒後には、強い
揺れがやってくるのです。どこか離れたところへ避難している時間はありません。

その場で、あわてずに身の安全を確保しましょう。

緊急地震速報って何ですか？

どういう仕組みなの？

速報が出たらどうすればいいの？

・室内では、あわてて外へ
飛び出さない。
無理に火を消そ
うとしない。
丈夫な机の下
などにかくれましょう。

・人がたくさんいる施設の
中では、あわ
てて出口へ向
かわない。
係員の指示に
従いましょう。

・エレベーターでは、全て
の階のボタン
を押せば、最
寄りの階で止
まります。
すぐに降りましょう。

・自動車の運転中は、
ハザードランプをつけて、
まわりに異常を知らせな
がら、ゆっくりと速度を

落としましょう。
・鉄道やバスでは、手すりや
つり革にしっかりつかまりま
しょう。

・屋外では、倒れそうなも
のや、落ちてきそうなもの
がないか、崖崩れの心配は
ないか、注意して下さい。

ビ ル な ど
丈夫そうな建物がそばに
あれば、その中へ避難し
ましょう。

8月の緊急地震速報は誤報でした。しかし、機械には誤動作はつきものです。

もし、緊急地震速報を見聞きした時には、「誤報かな？」と疑わないで、ほんの数十秒
ですから、真剣に身の安全を確保するように心がけましょう。
また、お家の中や職場など、過ごす時間の長い場所では、速報を知った時にはどのように
行動するかを、普段から決めておくと良いですね。 ※参考資料・引用：気象庁ホームページ

とにかく、身の安全確保を

知らないふり しているあなた 共犯者

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



女性消防団は

こんな活動をしています

現在、団員10名で活動中！

心肺蘇生法の

指導に使っている

布ポスターです→

出初め式

女性消防団が先頭で

入場行進します。

 

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。桑名市女性消防団 検索 ←クリック！

平成25年秋

全国大会

全国から集まった女性

団と交流・情報交換を

行っています。

今年は高山市で開催。

年末特別警戒

市内の巡

回広報や、

警戒中の

分団の陣

中見舞いをしています。

自主防災訓練

各地で心

肺蘇生法

や、身近

なもので

の応急手当の指導をします。

団
員
募
集
中

お
問
い
合
せ
先

桑
名
市
消
防
本
部

総
務
課

T
E
L
2
4
-5

2
7
4

桑名リバーサイド

マラソン

救護支援しています。

春の火災予防運動

独居老人宅訪問や

巡回広報をします。

水防訓練

私達も、土のうを

作ります。

市長カフェ

伊藤市長と対談。

乾パンスイーツの試食もしましたよ。

消防体験キッズ

紙芝居やゲームで

防災教育です。

炊き出し訓練

災害時の後方

支援のために。

毎月19日は

火災予防巡回広報

金
子
ひ
と
み

(

在
良
在
住)

以
前
、
三
年
程
在
籍
し

て
い
ま
し
た
が
家
庭
の
事
情
で
退
団

し
ま
し
た
。
今
は
、
子
供
達
も
成
人

し
、
手
が
離
れ
ま
し
た
の
で
、
気
持

ち
を
新
た
に
、
桑
名
市
の
為
に
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
、
再
入
団
し
ま
し
た
。

新
入
団
員
紹
介

岡
田
正
子

(

多
度
在
住)

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

い
う
仕
事
柄
、
高
齢
者
と
接
す
る
機

会
が
多
く
、
救
急
車
を
呼
ぶ
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
の
自
分
の
対
応
に
疑
問
を

持
っ
て
い
た
頃
に
、
元
消
防
団
員
の

方
と
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
り
、

楽
し
く
充
実
し
て
い
た
団
活
動
の
話

を
お
聞
き
し
、
「
五
十
代
に
な
っ
た

ら
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」

と
思
っ
て
い
た
気
持
が
よ
み
が
え

り
、
入
団
を
決
め
ま
し
た
。

文化財防火デー消防訓練
初期消火

と避難の

訓練指導

をしてい

ます。

秋の火災予防運動

独居老人宅訪問や

巡回広報をします。

思いやる 気持と言葉に ありがとう

桑 名 市 消 防 団 広 報 (６ ) 
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